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「自ら学び 心豊かに たくましく生きる 江北の子の育成」 
１ 自分で考え行動します。 

  ２ 相手の気持ちを考えます。 

  ３ 決まりを守ります。 

 

☆「令和」がスタートしました☆ 
 ５月１日から新元号「令和」がスタートしました。１０

連休中でしたので、ご家族で、「平成」の時代を振り返

り、「令和」の時代への希望を語り合われたのではない

でしょうか。江北町でも４月３０日に「令和」への改元を記

念した書道会が開かれました。多くの子どもたちが参加

し、時代の節目を祝った様子が佐賀新聞にも記載されて

いました。 

平和で子どもたちが幸せに生きることができる時代である

ことを祈っています。皆様にとっても素晴らしい時代となりますように。 

 

☆授業参観・ＰＴＡ総会・学級懇談会☆ 
４月２６日（金）５時間目は授業参観、その後、

ＰＴＡ総会、そして学級懇談会を行いました。 

１年生にとっては、はじめての授業参観でした。

まだまだ４５分間席に着いて、集中することも大

変なのですが、授業参観では、先生の話を聞いて、

元気に手を挙げている姿も見ることができました。 

２年生以上の学年でも、たくさんの保護者の方に

来ていただき、子どもたちはみんな張り切っていたよ

うです。 

PTA 総会には、山田町長様はじめ来賓の方にも

出席していただきました。PTA の業務・会計報告

や計画、役員承認等の協議が行われました。旧役

員の皆様お疲れ様でした。新役員の皆様どうぞよろし

くお願いいたします。学校からも学校経営方針を説

明させていただいたり、特別支援教育コーディネ

ーターから特別支援教育についての話もさせてい

ただいたりしました。学校経営方針の中でお伝え

いたしましたが、今年度移行期ではありますが、

新学習指導要領に則って３年生以上の「総合的な

学習」週２時間以外に、５・６年生で「外国語」



を週２時間、３・４年生で「外国語活動」を週１時間を行います。従って、昨年度

よりも授業時数が週１時間増えますので、水曜日午後の「てらこや」の時間をなくし、

水曜日を６時間授業としています。水曜日の下校時刻が、昨年度よりも１０分遅くなっ

ております。 

学級懇談会では、学級経営等についてお伝えいたしました。 

お忙しい中にご出席くださりありがとうございました。 

 

☆５月の全校朝会☆ 
 ４月２５日（水）に５月の全校朝会を行いました。 

 今年度はじめての全校朝会でしたので、「江北の子の合い言葉」「１自分で考え行動

します。 ２相手の気持ちを考えます。 ３決まりを守ります。」の確認をしました。１年生

以外は、ほとんどの子どもたちが覚えてくれています。しかし、実行できているか

は、十分とは言えません。前年度も全校朝会で振り返りを行ってきましたが、本年

度も続けていきたいと思います。子どもたちに◎（よくできた）、○（できた）、△（できな

かった）で自己評価をし、挙手をしてもらいます。その数を見て、全体の評価として

記録をしています。４月は、どれも○でした。少しずつでもよくなるように頑張っ

ていきたいと思います。  

その後、「歳月不待（さいげつふたい）」の言葉を示しました。意味を尋ねると、６年

生が漢字を見て想像しながら発表してくれました。自分の考えを全校児童の前で伝

えようとするやる気を感じ嬉しくなりました。そして、今の時を大切にして、日々怠

けることなく努力をしていきましょうと呼びかけました。 

最後は、「今月の詩」です。何人かの子どもたちから「校長先生、詩はいつからで

すか。」と聞かれました。「今月の詩」が定着をしてきたことを感じます。昨年度は、

３６人の子どもたちが、全月合格のパーフェクト賞でした。 

５月の詩は、工藤直子さんの「たけのこ」です。 

５月８日（水）は、ノーテレビ・ノーゲーム・ノースマホデーです。ご家庭で、お子様と一緒

に暗唱して過ごされてはいかがですか。 
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